
きょう士の伝統文化と先人たち

ほう とく

①報徳の教えで苦しい村を立て直した
いとっしちろうぺい

伊藤七郎平
はたら せつやく ちょ

「まじめに慟き，節約して，貯金し，自分
の身のたけにおうじた生活をする」とい

ふか み

う報徳の教えで，まずしさで苦しむ深見
まわ

村（今の今井地区）の人々や周りの
すく

人々を救い苦しい村を立て直しました。

か なが い ご ろさく

②農業しやすい士地に変えた 永井五郎作
かいぞうじ がわ

海蔵寺の南側は，一度足をふみ入れると，なかなかぬけ出すことができない深い
田でした。また，あぜ道は曲がりくねっていて，はばもせまく，農作業をするのに失丞

ふ ぺん ろう

不便なところでした。五郎作は人々の苦労を見て，入り組んだ田をごばんの目のよ
うに整理し道や水路を作ろうとしました。だれもがなっ繕する正かくなそく量をする

たいへん

のには大変苦労しましたが，こう地整理によって，今まで使えなかった土地も田になり，人々のくらしは
楽になっていきました。
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西尾只吉がほった
たいにち

大日のトンネル
いま い

③今井用水を作った
お お ば くさ え も ん

大場九左衛門
はじ な

江戸時代の初めごろ，小山の名
ぬし

主大場九左衛門は，日でりでこまっ
ていた小山の村人や周りの村々の

ずく

人々を救おうと，太田川から用水を
引くことを考えました。多くの人々を
楓箱し長い年月をかけて今井用水
が産巖しました。用水のおかげで米
がたくさんとれるようになりました。

①伊藤昴詳↓i扇應の教えで
たて直した深撓村

這巧加勺＼＼作った
今井用水
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⑤こう地整理で人々のくらしを
ゆた

豊かにしようとした
なぐらt— ろうま

名倉太郎馬
ひこじま

彦島地区は三つの川が合
がい

わさっているため，村人は水害
になやまされていました。太郎
馬は村人を検ぉうと，1872年（明治5年）自分の

かいりょう けん

田の4分の1をみんなのために使い，改良実験を
I}ょう

行いました。仕事量がへったり，しゅうかくがふえた
りするなど，こう地整理が有こうであることをしめし，

さい

村人とともにこう地整理を進めました。日本で最
しょ せいこう

初のこう地整理事業の成功だといわれています。

さん

④自分のざい産を
投げ出して道を作った

tかつかtろぺい

高塚太郎平
1882年（明治15年），人々の行き来

をしやすくし，産業をさかんにするために，
天耐IIから揃答川までの15kmの道を作りました。20m
のトンネルや7つの紡通し，10数か所の橋を作る矢食沿
工事でした。この道路を作るために自分のざい産を投げ

にんぶ はたら かんせい

出し，人夫とともに1動きながら，わずか4年で道路を完成さ
しんどう

せました。この道路は「太郎平新道」といわれ，今でも地い
きの人々の役に立っています。

且
あさばようえむ

浅羽要衛武が
開こんした茶畑
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⑥草地を開き茶畑をかいこんした
いしかわちしろう

石川知至郎
1913年（大正元年），石川知至郎はこれからの農

業で 一 番お金になるものは何かと考え，草地を買い
取り茶園として開こんを始めました。畑をどんどん大き

きかい

く広げ，茶の葉をもむ機械も使っていきました。茶でも
うけたお金を，村の教育や福しのために使いました。

とくらそうぺえ

戸倉惣兵衛がくわ畑を
作った所
⑨且

⑩こまっている人々に手を差しのべた
あさばさきt ろう

浅羽佐喜太郎
もと

浅羽佐喜太郎は助けを求めてくる人に
はだれにでもやさし<,手を差しのべる人で
した。医者である佐喜太郎は，治りょうひが
はらえない人からは，お金をとることをしま
せんでした。当時，フランスにし配され苦しんでいたベトナム
からのりゅう学生たちにも進んでしえんを行いました。ベトナ
ムどく立運動の指どう者の一人，藩濯社尻もその一人です。

やなぎ はらま
→

・

さぶろう

⑦柳の村を開いた 原孫三郎
まつばら

松原の北にある柳の地区は，水を作物にあたえ
ふ ぺん t— び

るのに不便な土地でした。人々は度重なるきょう
作と重い年ぐに苦しみ，土地をすててにげる人もい

すく よこすか

ました。村役人の孫三郎は人々を救おうと，横須賀
はん かけ ねが

藩（今の掛川市）の役所にお願いに行きました。
t— いへん

年ぐをへらしてもらうことは大変なことでしたが，孫
三郎の村人を思う気持ちがみとめられ，年ぐをへら
してもらうことができました。その後柳の地に自分
の子どもたちを住まわせ，土地を開いていきました。

はら2ござぷろう

原孫三郎が
やなざ

開いた柳村
且⑩

且⑧声縁
｀

ぅ結竺沿が
こう地整理をした所

浅羽要衛武が作った道路

と つか やさんじ

⑧こう地整理をした戸塚弥三治
1860年（万筵元年）に薪雌村に生まれ

た戸塚弥三治は，16オで声長（村長）になる
ほど村人からしんらいされていました。弥三治

ふ ぺん

は「形の整っていない田は不便であるから，
形を整えよう。」とよびかけました。はじめは，
先ぞから受けついだ田の形が変わり場所が
うつることをいやがっていた

ねつ

村人たちも，弥三治の熱意
に動かされました。1901年
（明治34年），新堀村の田は
きれいに整理され，たくさんの
米がとれるようになりました。

ゆた

⑨人々のくらしを豊かにしようとくわ畑を作った
とくらそうぺえ

戸倉惣兵衛
1887年（明治20年）戸倉惣兵衛

は人々の生活をゆたかにしようとかい
こをかう計画を立て，あれ地になってい

ぽだし ‘

た菩提にかいこのえさとなるくわを植え
ました。当時かいこのまゆから作るきぬは高いねだんで

はじ

売られていたからです。初めはなかなかうまくはいきませ
しっばい く ふう

んでしたが，失敗をおそれず何度も勉強をし，工夫を重
ねていきながら，よいたまごをうませる方法を考えました。

https://fukuroi-digital-archive.com/archive/404/
https://fukuroi-digital-archive.com/archive/411/
https://fukuroi-digital-archive.com/archive/392/
https://fukuroi-digital-archive.com/archive/615/
https://fukuroi-digital-archive.com/archive/613/
https://fukuroi-digital-archive.com/archive/747/
https://fukuroi-digital-archive.com/archive/607/
https://fukuroi-digital-archive.com/archive/618/


https://fukuroi-digital-archive.com/archive/611/
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